
平成１８年千葉県地価調査の概要 
 

県土整備部都市計画課 
 

第１ 地価調査制度の概要 

１ 地価調査の目的 

    地価調査は、国土利用計画法施行令第９条の規定により、都道府県知事が行う

調査であり、毎年７月１日を基準日として基準地の地価を調査し、その結果を 

公表するものである。 

    この制度は、国が行う地価公示（毎年１月１日実施）とあわせて一般の土地  

取引価格の指標とされるとともに、公共事業用地の取得価格算定の基準とされる

など、適正な地価の形成に寄与することを目的としている。 
 

２ 調査地点 

    ８５４地点（宅地：８４３地点、林地：１１地点） 

     ［地価公示：１，５３３地点（宅地：１，５２６地点、林地：７地点）］ 
 
 ◎平成１８年地価調査基準地数 

区  分 住宅地 商業地 準工業地 工業地
調整区域内 
宅   地 林 地 合 計

継 続 地 点 数 ６５２ １１５ １６ １１ ４２ １１ ８４７

選定替地点数 ３ ３ ― ― １ ― ７

新 設 地 点 数 ― ― ― ― ― ― ―

計 ６５５ １１８ １６ １１ ４３ １１ ８５４

 

３ 基準日及び公表日 

    ・基 準 日：平成１８年７月１日 

    ・公表日〔県報公告〕：平成１８年９月１９日 



第２ 地価調査の結果 
１ 全般的な動向 

  ○ 平成１８年地価調査では、商業地の対前年平均変動率（以下「平均変動率」   

という。）が１５年ぶりに上昇に転じ、また、住宅地など他の用途では、１５年  

連続の下落となっているが、下落幅は前年と比べ大幅に縮小している。 
  ○ 平成１８年地価調査の全基準地（林地を除く。）のうち、約４割の地点が上昇  

又は横ばいとなっており、特に、東京圏東京近接地域では、ほぼすべての地点が

上昇又は横ばいとなり、平成１８年の地価公示で明らかとなった下げ止まりの 

傾向がより鮮明になった。 
 
 （１）全用途の平均変動率は、▲０．８％となっており、前年と比べ３．９ポイント

縮小しているものの、平成４年から１５年連続してマイナスの変動を示している。 
    県内の６１市区町村のうち、浦安市、市川市、千葉市中央区など１１市区で  

上昇し、１市が横ばい、４９市区町村で下落幅が縮小している。 
 （２）住宅地の平均変動率は、▲０．８％となっており、前年と比べ３．７ポイント

縮小した。 
    県内の６０市区町村のうち、浦安市、市川市、千葉市美浜区など１３市区で  

上昇し、残りの４７市区町村全てで下落幅が縮小している。 
 （３）商業地の平均変動率は、プラス０．５％となっており、平成３年以来１５年   

ぶりに上昇に転じた。 
    県内の５１市区町村のうち、市川市、流山市、浦安市など１４市区で上昇し、

５市区が横ばい、３１市町村で下落幅が縮小、１市が下落となっている。 
 
※用途別平均変動率                        （単位：％） 

用途 
年 

住宅地 商業地 準工業地 工業地 
調整区域内

宅 地 
全用途 
平 均 

平成１８年 ▲０．８ ０．５ ▲１．４ ▲１．５ ▲２．９ ▲０．８

平成１７年 ▲４．５ ▲４．８ ▲６．５ ▲８．５ ▲６．５ ▲４．７

 
※用途別平均価格                       （単位：円／㎡） 

用途 
年 

住宅地 商業地 準工業地 工業地 
調整区域内

宅 地 
全用途 
平 均 

平成１８年 8 0 , 4 0 0 2 0 6 , 8 0 0 6 3 , 3 0 0 2 5 , 5 0 0 2 6 , 8 0 0 9 4 , 3 0 0
平成１７年 7 7 , 4 0 0 1 9 1 , 9 0 0 5 9 , 8 0 0 2 4 , 3 0 0 2 7 , 3 0 0 9 0 , 0 0 0
 



２ 地域別の動向   ※（ ）は、１７年の変動率 
（１） 東京圏東京近接地域の動向 
   ○ 他の地域に比べ利便性や収益性に富む、東京近接地域１４市区の住宅地・  

商業地では、１２市区の平均変動率が上昇となっている。 
   ○ 東京近接地域の市区は、都心への接近性、住環境等に優れ、戸建住宅・    

マンション等の希少性の高い物件に需要が根強く、上昇傾向がより鮮明に  

なってきている。 
   ○ また、流山市、柏市のつくばエクスプレス沿線の駅勢圏では、都心へのアク

セスが向上したことなどにより高水準で取引され、全ての地点で上昇又は  

横ばいとなっている。 
 
   ア 全用途 
     東京近接地域１４市区のうち１１市区が上昇、柏市０．０％（▲１．８％）、

が横ばい、また、千葉市花見川区▲０．２％（▲４．５％）、八千代市▲０．９％

（▲３．３％）の２市区が下落となっているが、下落した２市区とも下落幅は

大きく縮小しており、１４市区の平均変動率は、プラス１．８％（▲２．３％）

と上昇に転じた。 
     なお、上昇した市区は、以下のとおりである。 
    浦安市  ８．５（３．６）    市川市   ６．６（０．８） 
    中央区  ２．８（▲３．０）   流山市   １．９（▲１．４） 
    緑 区  １．５（▲６．３）   若葉区   １．４（▲３．３） 
    松戸市  １．１（▲１．７）   船橋市   ０．９（▲３．６） 
    稲毛区  ０．８（▲２．５）   習志野市  ０．７（▲２．７） 
    美浜区  ０．６（▲２．３） 
 
   イ 住宅地 
     東京近接地域１４市区のうち１２市区が上昇、千葉市花見川区▲０．４％ 

（▲４．６％）、八千代市▲０．８％（▲３．０％）の２市区が下落となって

いるが、下落した２市区とも下落幅は大きく縮小しており、１４市区の平均変

動率は、プラス１．５％（▲２．１％）と上昇に転じた。 
     また、調査地点では、１４市区計１４７地点で上昇、１２市区計５７地点で

横ばいとなっている。 
     なお、上昇した市区は、以下のとおりである。 
    浦安市   ８．５（４．０）    市川市   ５．８（１．３） 
    美浜区   ２．３（０．１）    中央区   １．７（▲３．４） 
    緑 区   １．７（▲６．１）   流山市   １．６（▲１．５） 
    若葉区   １．４（▲２．７）   松戸市   ０．９（▲１．５） 
    習志野市  ０．７（▲２．６）   稲毛区   ０．５（▲３．０） 

船橋市   ０．４（▲３．６）   柏 市   ０．２（▲１．７） 



   ウ 商業地 
     東京近接地域１４市区のうち１２市区が上昇、千葉市美浜区０．０％   

（▲２．３％）、習志野市０．０％（▲３．７％）の２市区が横ばいとなってお

り、１４市区の平均変動率は、プラス４．２％（▲２．０％）と上昇に転じた。 
     また、調査地点では、１２市区計３９地点で上昇、８市区計１１地点で   

横ばいとなっている。 
     なお、上昇した市区は、以下のとおりである。 
    市川市  １０．９（▲０．２）   流山市   ９．７（２．８） 
    浦安市   ６．４（０．０）    中央区   ５．２（▲２．０） 
    船橋市   ３．５（▲３．２）   花見川区  ３．３（０．０） 
    松戸市   ２．５（▲１．８）   稲毛区   ２．３（０．０） 
    柏 市   ２．０（０．３）    緑 区   ２．０（▲６．９） 
    若葉区   １．８（▲５．０）   八千代市  ０．２（▲４．１） 
 
（２） 東京圏その他地域の動向 
     東京圏その他地域の主要駅周辺は、都心への通勤圏であり、全用途・住宅地・

商業地の平均変動率は、全ての市町村で１桁台の下落幅となっており、前年と

比べ大幅に縮小している。 
 
   ア 全用途 
     主な市町村別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
    袖ケ浦市  ▲０．２（▲６．９）   富津市   ▲４．６（▲１０．４） 
    鎌ケ谷市  ▲０．７（▲３．８）   本埜村   ▲３．６（▲５．９） 
    佐倉市   ▲１．０（▲３．４）   酒々井町  ▲３．３（▲４．０） 
    市原市   ▲１．１（▲７．２）   印西市   ▲３．３（▲５．０） 
    君津市   ▲１．８（▲６．５）   白井市   ▲３．１（▲４．８） 
 
   イ 住宅地 
     袖ケ浦市の平均変動率が、平成３年以来１５年ぶりに、プラス０．５％   

（▲５．０％）と上昇に転じ、また、他の１６市町村でもマイナス５％未満の

下落となっており、前年と比べ大幅に縮小している。 
     主な市町村別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     鎌ケ谷市 ▲０．５（▲３．２）   富津市  ▲４．５（▲１０．２） 
     市原市  ▲０．８（▲６．５）   印西市  ▲３．０（▲４．５） 
     印旛村  ▲１．０（▲５．２）   酒々井町 ▲２．８（▲３．１） 
     佐倉市  ▲１．１（▲３．０）   栄町   ▲２．７（▲５．０） 
     君津市  ▲１．４（▲６．４）   白井市  ▲２．６（▲４．２） 
 



   ウ 商業地 
     袖ケ浦市プラス２．１％（▲６．０％）、市原市プラス０．４％（▲６．８％）

の２市が、平成３年以来１５年ぶりに上昇に転じ、佐倉市０．０％（▲４．９％）、

鎌ケ谷市０．０％（▲７．８％）、富里市０．０％（０．０％）の３市が横ばい、

また、下落した他の市町村でも下落幅は大きく縮小している。 
     主な市町村別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     野田市  ▲１．０（▲２．７）  富津市  ▲６．０（▲１１．６） 
     栄 町  ▲１．３（▲６．３）  我孫子市 ▲５．４（▲６．２） 
     木更津市 ▲２．２（▲８．０）  成田市  ▲４．１（▲５．６） 
     四街道市 ▲２．７（  ― ）  印西市  ▲３．９（▲５．１） 
     君津市  ▲２．８（▲６．６） 
 
（３）地方圏の動向 
    下落幅は大幅に縮小しているものの、依然として下落している。 
 
   ア 全用途 
     主な市町村別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     館山市  ▲０．３（▲５．３）   神崎町  ▲６．７（▲１１．２） 
     長南町  ▲１．２（▲５．６）   東庄町  ▲６．６（▲７．８） 
     茂原市  ▲１．７（▲６．７）   多古町  ▲６．０（▲８．９） 
     長柄町  ▲１．７（▲６．６）   芝山町  ▲４．１（▲８．６） 
     鋸南町  ▲１．７（▲６．８）   山武市  ▲４．０（▲９．５） 
 
   イ 住宅地 
     主な市町村別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     館山市  ▲０．３（▲４．７）   神崎町  ▲６．０（▲１１．４） 
     長南町  ▲１．２（▲５．６）   東庄町  ▲５．９（▲７．０） 
     茂原市  ▲１．３（▲６．２）   多古町  ▲５．７（▲８．７） 
     長柄町  ▲１．７（▲６．６）   芝山町  ▲４．６（▲８．３） 
     鋸南町  ▲１．８（▲６．８）   山武市  ▲４．１（▲９．５） 
 
 
 
 



   ウ 商業地 
     主な市町村別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     館山市   ▲０．４（▲７．１）  東庄町  ▲９．８（▲１１．３） 
     大網白里町 ▲１．０（▲５．９）  神崎町  ▲９．６（▲１０．３） 
     鋸南町   ▲１．６（▲６．９）  多古町  ▲６．９（▲９．４） 
     茂原市   ▲１．７（▲６．４）  八街市  ▲５．２（▲９．５） 
     御宿町   ▲１．７（▲１１．３） 香取市  ▲４．３（▲７．８） 



３．用途別の動向　　　　　　　　

（１）全用途

　ア　変動率が上昇した市区町村

１１市区（前年：２市）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

浦 安 市 ８．５ ３．６ 緑 区 １．５ ▲６．３ 稲 毛 区 ０．８ ▲２．５

市 川 市 ６．６ ０．８ 若 葉 区 １．４ ▲３．３ 習 志 野 市 ０．７ ▲２．７

中 央 区 ２．８ ▲３．０ 松 戸 市 １．１ ▲１．７ 美 浜 区 ０．６ ▲２．３

流 山 市 １．９ ▲１．４ 船 橋 市 ０．９ ▲３．６

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年

柏 市 ０．０ ▲１．８

　ウ　変動率５％未満の下落を示した市区町村

４６市区町村（前年：２５市区町村）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

花 見 川 区 ▲０．２ ▲４．５ 大網白里町 ▲２．１ ▲７．４ 銚 子 市 ▲３．１ ▲４．１

袖 ケ 浦 市 ▲０．２ ▲６．９ 御 宿 町 ▲２．２ ▲８．２ 白 井 市 ▲３．１ ▲４．８

館 山 市 ▲０．３ ▲５．３ 四 街 道 市 ▲２．３ ▲３．０ 勝 浦 市 ▲３．２ ▲７．８

鎌 ケ 谷 市 ▲０．７ ▲３．８ 鴨 川 市 ▲２．３ ▲６．２ 印 西 市 ▲３．３ ▲５．０

八 千 代 市 ▲０．９ ▲３．３ 印 旛 村 ▲２．３ ▲４．２ 酒 々 井 町 ▲３．３ ▲４．０

佐 倉 市 ▲１．０ ▲３．４ 一 宮 町 ▲２．６ ▲７．２ 香 取 市 ▲３．５ ▲７．６

市 原 市 ▲１．１ ▲７．２ 南 房 総 市 ▲２．６ ▲６．５ 長 生 村 ▲３．５ ▲６．８

長 南 町 ▲１．２ ▲５．６ 成 田 市 ▲２．７ ▲５．２ 匝 瑳 市 ▲３．５ ▲５．８

茂 原 市 ▲１．７ ▲６．７ 栄 町 ▲２．７ ▲５．０ 本 埜 村 ▲３．６ ▲５．９

鋸 南 町 ▲１．７ ▲６．８ 我 孫 子 市 ▲２．７ ▲４．０ 八 街 市 ▲３．６ ▲８．１

長 柄 町 ▲１．７ ▲６．６ 旭 市 ▲２．７ ▲５．４ 白 子 町 ▲３．６ ▲８．４

君 津 市 ▲１．８ ▲６．５ 睦 沢 町 ▲２．８ ▲７．８ 横 芝 光 町 ▲３．８ ▲８．４

野 田 市 ▲１．８ ▲２．５ 東 金 市 ▲２．９ ▲８．０ 九十九里町 ▲３．９ ▲１０．８

木 更 津 市 ▲２．０ ▲７．４ 大 多 喜 町 ▲２．９ ▲４．９ 山 武 市 ▲４．０ ▲９．５

富 里 市 ▲２．１ ▲４．１ い す み 市 ▲３．０ ▲５．８ 芝 山 町 ▲４．１ ▲８．６

富 津 市 ▲４．６ ▲１０．４

　エ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村

３町(前年：４４市区町村)

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年

多 古 町 ▲６．０ ▲８．９

東 庄 町 ▲６．６ ▲７．８

神 崎 町 ▲６．７ ▲１１．２

　オ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村

０（前年：８市町村）

　イ　変動率０％の市区町村

　　　　　１市（前年：０）　　　

　全用途の県平均変動率は、平成１７年地価調査に比べ、３．９ポイント縮小し、▲０．８％
（前年：▲４．７％）となっている。
　平均価格は、１平方メートル当たり９４，３００円で、前年より４，３００円上昇した。



（２）住宅地

　ア　変動率が上昇した市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

浦 安 市 ８．５ ４．０ 流 山 市 １．６ ▲１．５ 稲 毛 区 ０．５ ▲３．０

市 川 市 ５．８ １．３ 若 葉 区 １．４ ▲２．７ 船 橋 市 ０．４ ▲３．６

美 浜 区 ２．３ ０．１ 松 戸 市 ０．９ ▲１．５ 柏 市 ０．２ ▲１．７

中 央 区 １．７ ▲３．４ 習 志 野 市 ０．７ ▲２．６

緑 区 １．７ ▲６．１ 袖 ケ 浦 市 ０．５ ▲５．０

　イ　変動率０％の市区町村及び基準地

　ウ　５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

館 山 市 ▲０．３ ▲４．７ 大網白里町 ▲１．９ ▲６．９ 印 西 市 ▲３．０ ▲４．５

花 見 川 区 ▲０．４ ▲４．６ 四 街 道 市 ▲２．１ ▲２．９ 東 金 市 ▲３．０ ▲７．７

鎌 ケ 谷 市 ▲０．５ ▲３．２ 我 孫 子 市 ▲２．１ ▲３．５ い す み 市 ▲３．０ ▲５．４

八 千 代 市 ▲０．８ ▲３．０ 御 宿 町 ▲２．３ ▲７．５ 香 取 市 ▲３．２ ▲７．４

市 原 市 ▲０．８ ▲６．５ 鴨 川 市 ▲２．４ ▲６．１ 勝 浦 市 ▲３．２ ▲７．７

印 旛 村 ▲１．０ ▲５．２ 成 田 市 ▲２．５ ▲５．１ 八 街 市 ▲３．３ ▲７．９

佐 倉 市 ▲１．１ ▲３．０ 南 房 総 市 ▲２．６ ▲６．４ 長 生 村 ▲３．５ ▲６．８

長 南 町 ▲１．２ ▲５．６ 白 井 市 ▲２．６ ▲４．２ 白 子 町 ▲３．６ ▲８．０

茂 原 市 ▲１．３ ▲６．２ 銚 子 市 ▲２．７ ▲３．７ 匝 瑳 市 ▲３．９ ▲６．４

君 津 市 ▲１．４ ▲６．４ 一 宮 町 ▲２．７ ▲７．７ 九十九里町 ▲３．９ ▲１０．９

木 更 津 市 ▲１．５ ▲６．９ 栄 町 ▲２．７ ▲５．０ 横 芝 光 町 ▲４．０ ▲８．３

長 柄 町 ▲１．７ ▲６．６ 酒 々 井 町 ▲２．８ ▲３．１ 山 武 市 ▲４．１ ▲９．５

鋸 南 町 ▲１．８ ▲６．８ 睦 沢 町 ▲２．８ ▲７．８ 富 津 市 ▲４．５ ▲１０．２

野 田 市 ▲１．８ ▲２．３ 旭 市 ▲２．９ ▲５．５ 芝 山 町 ▲４．６ ▲８．３

富 里 市 ▲１．８ ▲４．０ 大 多 喜 町 ▲２．９ ▲４．５

　エ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年

多 古 町 ▲５．７ ▲８．７

東 庄 町 ▲５．９ ▲７．０

神 崎 町 ▲６．０ ▲１１．４

     

　オ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

４４市区町村（前年：２４市区町）　　　　３６６地点（前年：２８９地点

３町（前年：４４市区町村）　　　　２３地点（前年：２６５地点）

０（前年：７市町村）　　　　　０（前年：４０地点）

１３市区（前年：３市区）　　１６０地点（前年：４４地点）

０（前年：０）　　　１０３地点（前年：３２地点）

　住宅地の県平均変動率は、平成１７年地価調査に比べ、３．７ポイント縮小し、▲０．８％
(前年：▲４．５％) となっている。
　平均価格は、１平方メートル当たり８０，４００円で、前年より３，０００円上昇した。
　なお、調査地点では、浦安市の全１０地点、市川市の２２地点、松戸市の１９地点、また、つくば
エクスプレス関連で流山市の１１地点など、全県計１６０地点で上昇となっている。



（３）商業地

   ア　変動率が上昇した市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

市 川 市 １０．９ ▲０．２ 花 見 川 区 ３．３ ０．０ 緑 区 ２．０ ▲６．９

流 山 市 ９．７ ２．８ 松 戸 市 ２．５ ▲１．８ 若 葉 区 １．８ ▲５．０

浦 安 市 ６．４ ０．０ 稲 毛 区 ２．３ ０．０ 市 原 市 ０．４ ▲６．８

中 央 区 ５．２ ▲２．０ 袖 ケ 浦 市 ２．１ ▲６．０ 八 千 代 市 ０．２ ▲４．１

船 橋 市 ３．５ ▲３．２ 柏 市 ２．０ ０．３

   イ　変動率が０％の市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

美 浜 区 ０．０ ▲２．３ 習 志 野 市 ０．０ ▲３．７ 富 里 市 ０．０ ０．０

佐 倉 市 ０．０ ▲４．９ 鎌 ケ 谷 市 ０．０ ▲７．８

   ウ　５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

館 山 市 ▲０．４ ▲７．１ 東 金 市 ▲２．１ ▲９．０ 白 子 町 ▲３．５ ▲１０．０

野 田 市 ▲１．０ ▲２．７ 木 更 津 市 ▲２．２ ▲８．０ 山 武 市 ▲３．６ ▲８．７

大網白里町 ▲１．０ ▲５．９ い す み 市 ▲２．２ ▲８．４ 銚 子 市 ▲３．８ ▲４．９

栄 町 ▲１．３ ▲６．３ 横 芝 光 町 ▲２．７ ▲９．８ 印 西 市 ▲３．９ ▲５．１

鋸 南 町 ▲１．６ ▲６．９ 四 街 道 市 ▲２．７ ― 成 田 市 ▲４．１ ▲５．６

茂 原 市 ▲１．７ ▲６．４ 君 津 市 ▲２．８ ▲６．６ 香 取 市 ▲４．３ ▲７．８

御 宿 町 ▲１．７ ▲１１．３ 匝 瑳 市 ▲２．９ ▲３．５

鴨 川 市 ▲１．７ ▲６．６ 南 房 総 市 ▲３．１ ▲８．１

旭 市 ▲２．０ ▲４．１ 大 多 喜 町 ▲３．１ ▲６．８

一 宮 町 ▲２．０ ▲５．５ 勝 浦 市 ▲３．２ ▲７．９

   エ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

八 街 市 ▲５．２ ▲９．５ 富 津 市 ▲６．０ ▲１１．６ 神 崎 町 ▲９．６ ▲１０．３

我 孫 子 市 ▲５．４ ▲６．２ 多 古 町 ▲６．９ ▲９．４ 東 庄 町 ▲９．８ ▲１１．３

 

  オ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

２６市町（前年：１２市区）　　　４６地点（前年：４１地点）

６市町（前年：２９市区町）　　　９地点（前年：３９地点）

０（前年：９市町）　　　　　０地点（前年：１１地点）

５市区（前年：４市区）　　　１９地点（前年：１５地点）

１４市区（前年：２市）　　　４１地点（前年：３地点）

　商業地の県平均変動率は、プラス０．５％（前年：▲４．８％）であり、平成３年以来１５年ぶりに
上昇に転じた。
　平均価格は、1平方メートル当たり２０６，８００円で、前年より１４，９００円上昇した。
　なお、調査地点では、千葉市中央区の１３地点、市川市の全５地点、船橋市の７地点など、全県計
４１地点で上昇となっている。



（４）準工業地

   ア　変動率が上昇した市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

浦 安 市 １０．１ ２．８ 柏 市 ０．９ ▲１．８

   イ　変動率が０％の市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年

花 見 川 区 ０．０ ▲３．１

船 橋 市 ０．０ ▲３．１

   ウ　５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

館 山 市 ▲０．４ ▲５．７ 鎌 ケ 谷 市 ▲２．９ ▲４．９ 銚 子 市 ▲４．８ ▲４．９

木 更 津 市 ▲１．８ ▲８．２ 市 原 市 ▲３．０ ▲１０．７ 茂 原 市 ▲４．８ ▲１２．１

袖 ヶ 浦 市 ▲１．９ ▲１１．７ 美 浜 区 ▲３．５ ▲８．６

君 津 市 ▲２．８ ▲８．１ 九十九里町 ▲３．８ ▲１０．３

   エ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び基準地

   オ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

（５）工業地

   ア　変動率が上昇した市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年

市 川 市 ５．３ ▲５．０

船 橋 市 ２．２ ▲７．０

   イ　５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

花 見 川 区 ▲１．１ ▲９．６ 袖 ケ 浦 市 ▲２．１ ▲１１．１ 東 金 市 ▲４．０ ▲７．４

美 浜 区 ▲１．１ ▲６．０ 芝 山 町 ▲２．２ ▲１０．０ 香 取 市 ▲４．５ ▲９．８

匝 瑳 市 ▲１．２ ▲２．４ 市 原 市 ▲２．６ ▲１３．６ 山 武 市 ▲４．７ ▲１０．８

０（前年：４市町）　　　０（前年：４地点）

２市（前年：０）　　　２地点（前年：０）

９市区町（前年：１市）　　９地点（前年：１地点）

２市（前年：１市）　　　２地点（前年：１地点）

２市区（前年：０）　　　３地点（前年：０）

１０市区町（前年：６市区）　　１１地点（前年：７地点）

０（前年：４市区）　　　０（前年：６地点）

　準工業地の県平均変動率は、平成１７年地価調査に比べ、５．１ポイント縮小し▲１．４％
（前年：▲６．５％）となっている。
　平均価格は、１平方メートル当たり６３，３００円で、前年より３，５００円上昇した。
　なお、浦安市が、昨年に引き続き上昇し、柏市では、平成２年に調査地点設置以来始めて
上昇に転じた。

　工業地の県平均変動率は、平成１７年地価調査に比べ、７ポイント縮小し▲１．５％
（前年：▲８．５％）となっている。
　平均価格は、1平方メートル当たり２５，５００円で、前年より１，２００円上昇した。
　なお、市川市、船橋市の工業地が、平成２年以来１６年ぶりに上昇に転じた。



   ウ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び基準地

　 エ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

 　　 

   ア　変動率が上昇した市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

市 川 市 ５．０ ▲１．２ 若 葉 区 １．２ ▲５．０ 緑 区 ０．４ ▲６．３

   イ　変動率が０％の市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年

鎌 ケ 谷 市 ０．０ ー

   ウ　５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

流 山 市 ▲１．４ ▲４．６ 市 原 市 ▲３．１ ▲１０．１ 栄 町 ▲３．９ ▲３．７

松 戸 市 ▲１．９ ▲４．９ 大網白里町 ▲３．３ ▲９．２ 木 更 津 市 ▲４．１ ▲８．３

　　　 佐 倉 市 ▲２．５ ▲４．８ 君 津 市 ▲３．３ ▲６．３ 富 津 市 ▲４．２ ▲１１．３

野 田 市 ▲２．８ ▲３．４ 本 埜 村 ▲３．６ ▲５．９ 印 西 市 ▲４．３ ▲７．４

成 田 市 ▲２．９ ▲５．５ 袖 ケ 浦 市 ▲３．７ ▲１０．０ 柏 市 ▲４．７ ▲６．５

　　　 印 旛 村 ▲３．０ ▲３．８ 四 街 道 市 ▲３．９ ▲４．２ 八 千 代 市 ▲４．７ ▲６．５

   エ　変動率５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び基準地

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

富 里 市 ▲５．１ ▲８．２ 船 橋 市 ▲５．６ ▲５．９ 我 孫 子 市 ▲５．８ ▲６．５

酒 々 井 町 ▲５．４ ▲７．５ 白 井 市 ▲５．７ ▲７．４

   オ　変動率１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

０（前年：４市町）　　　　　０（前年：４地点）

０（前年：７市区町）　　　０（前年：７地点）

（６）　市街化調整区域内宅地

３市区（前年：０）　　　　３地点（前年：０）

１市（前年：０）　　　３地点（前年：０）

５市町（前年：１５市区町村）　　　　８地点（前年：２３地点）

１８市町村（前年：８市町村）　　　２８地点（前年：１３地点）

０（前年：３市）　　　　０（前年：６地点）

　調整区域内宅地の県平均変動率は、平成１７年地価調査に比べ、３．６ポイント縮小し、
▲２．９％（前年：▲６．５％）となっている。
　平均価格は、１平方メートル当たり２６，８００円で、前年より５００円下落した。



（７）林地

　　　　

       　

　　　調査市町及び地点数　　　１０市１町　　１１地点

　市原市、館山市、富津市、鴨川市、匝瑳市、勝浦市、いすみ市、山武市、

　長生郡長南町、君津市、香取市　　各１地点

　林地の県平均変動率は、平成１７年地価調査に比べ、５．６ポイント縮小し▲６．６％
（前年：▲１２．２％）となっている。
　平均価格は、１０アール当たり２７５，６００円で、前年より１９，２００円下落した。


